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論文内容要旨
 新生児溶血性疾患の重要な原因の1つとしてRh-Hf式血液型の母児間不適合が早くから知ら
 れているが,更に,殊に日本では,ABO式血液型不適合も重要な原因であると云われている。
 そこで,著者は,仙台市内主要病院で分娩した500例の母児の血液について血液型・白球凝集
 原価・血清凝集素価(1価及び2価抗体),及び,母児のABO式血液型と高ピリルピソ血症の発
 現率との関係などを調べ,ABO式不適合例において母児間免疫反応を起こす可能性が大きいかど
 うかを再検討し・併せて,.母児のRho(D)血液型及ぴHapto910bin型をも検査した。
 まず,ABO式血液型不適合組合せの発現頻度は500例中147例(29.4%)であったが,
 児血球の凝集原価は総体的に母血球のそれの1/2～1/4の力価を示しており,母血球より高いも
 のは1例も認められなかった。又,この凝集原価の強さを適合群'・不適合群別に比較してみると・
 母児共,両群に有意差は全く認められなかった。次に,新生児血清の抗A・抗B抗体(1価及び2
 価)の力価は,適合群・不適合群の間で全く有意差は認められなかった。叉,分娩時の母血清の抗
 A・抗B抗体は,1価・2価抗体とも,不適合群で力価が有意に高いと云うことは認められなかっ
 た。叉,1価抗体と2価抗体の力価の差についてみても,適合群・,不適合群で有意差はなかった。
 尚,一部の母血清について中和法にて1価抗体価を測定,'適合群・不適合群別に比較したところ抗
 A抗体では両群で著差はなかったが抗B抗体では不適合群において適合群の最高を上廻るものが
 22例認められた。しかし,これらの例から生まれた児はいずれも高ビリルビン血症ではなかった。
 又,中和法による抗A・抗B1価抗体価とアカシア法によるそれとの間には有意の相関関係は全く
 認められず,更に,適合群・不適合群におけるアカシア法及び中和法による1価抗体価の度数分布
 には,例数による差以外に特別の差異は認められなかった。これらのことは,免疫抗体検出法とし
 て現在広く使用されている中和法は決して適格なものではないことを示している。次に,母血清の
 1価抗体価と児のイクテ・メーター示度或いは血清ビリルビン値との関係を見ると,アカシア法・
 中和法のいずれについても,有意の相関関係は認められなかった。。叉.,母の血液型及び児の血液型
 からみ牟高ビリルビン血症の発現頻度は・いずれも・それぞれの血液型頻度と有意の差はなく・又・
 適合群・不適合群における高ピリルピソ血症の発現頻度にも有意差は全く認められなかった。尚,
 母親Rho(一)は3例あり,それらの児は全てRho(+)であったが,これらの母親はいずれも間
 接クームス試験が陰性であった。叉,3児の至ち1例は血清ピリルピソ値が17、6㎎/dlであっ
 たが,ACTH投与により経過は順調であり,他の2例の児の血清ピリルピソ値はいずれも15囎
 /d1以下であった。
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 次に,母児の血清のHapto言1・bin型の検査では,母のHp1-1・Hp2-1・Hp
 2-2の頻度は日本人の成人における分布と略一致していた。しかし,児では約90%が型判定不
 能であった。
 以上のような結果から考えると,母児間ABO式血液型適合群と不適合群との間では血球凝集原
 価・血清凝集素価(1価及び2価抗体),友び,高ビリルビン血症の発現率などに全く有意差のな
 いことが明らかである。従って,所謂母児間ABO式血液型不適合の新生児溶血性疾患更には脳性
 小児麻痺の原因としての意義は,一部の研究者が云っているように重大なものでは決してなく,再
 検討を要するものと考えられる。
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 審査・結果の要旨
 母児間血液型不適合による新生児溶血性疾患についての一般国民殊に女性の誤解は最早看過でき
 ない状況にあり・仙台・東京・大阪・長崎など全国9地区の適齢期攻撃導ついての赤石等の調査に
 .よると,母児間血液型不適合により新生児溶血性疾患更には購悔小児麻痺が必ず魂・は屡々発生す
 ると意識している人は,ABO式については約4～11妬.Rh式につし)ては約35～40%もいる
 ことが判明している。
 著者は,母児間ABO式血液型不適合の問題を解明するため,仙台市内主要病院における分娩
 500例(ABO式適合353例,不適合147例)について母と新生児の血液型学的検討を行な
 い,要約すると次の如き所見を得ている。
 1.新生児血清抗体価は,ABO式適合群と不適合群の間に有意差が認められなかった。
 2.ABO式不適合妊娠によって母血清の一価・』二価抗体価が異常な高値を示している例は認めら
 れなかった0
 3.ABO式免疫抗体の検査法としての中和法による成績は,適合群と不適合群の間で有意差が認
 められないので,この中和法は極めて不適格なものである。
 4.所謂高ビリルビン血症の出現率は,母児共に各血液型間で有意差は認められず,又,適合群と
 不適合群の間でも有意差は認められなかった。
 以上の諸所見から,著者は,所謂ABO式血液型不適合による新生児溶血性疾患の藺題は再検討
 を要することを述べているが,殊に.現在広く.使用されている所謂中和法は血液型免疫抗体の証明
 法として不適格であることを明らかに指摘したのは,少なくとも本邦では最初であろう。
 以上の如く,本研究は,この方面の研究に示唆するところ浮木であ・り,学位授与に値するものと
 認められる。
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